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ごあいさつごあいさつ

当社は、ＮＥＣエレクトロニクスグループにおける半導体の前工程（拡散基地）を担当し、「顧客

指向」「人間尊重」「技術重視」を経営理念として事業活動を展開致しております。

近畿１４００万人の水資源である琵琶湖に隣接している点に配慮致しまして、ＣＳＲ（企業の社

会的責任）の取組みの一つである環境活動を積極的に展開致しております。

１９９６年３月に半導体製造業としては、国内初となるＩＳＯ１４００１の認証を取得すると共に

１９９９年８月には地元の大津市から自らが責任を持って環境活動が実行できる「環境管理実

施事業所」として認定をいただき、その期待に応えるべく地道な活動を展開し、今日に至って

おります。

環境面からの顧客満足を第一に考え、グリーン調達の実施およびＲｏＨＳ指令への的確に

対応を行っております。半導体製造に係わるエネルギー・化学物質の使用量削減や廃棄物発

生量の抑制などの環境負荷低減をＮＥＣＥＬグループと連携しながら積極的に取組んでいきま

す。また、美しい近江八景や母なる湖「琵琶湖」と共生・調和しサステナブルな社会の実現に

向け、以下の取り組みを推進してまいります。

①環境面から顧客満足を追求するため、グリーン調達・ＲｏＨＳ指令対応や環境負荷低減

②地球環境保全を考慮した地球温暖化防止のための省エネルギー活動

③地域及び自然環境との共生（良き企業市民としての活動）

本報告書は、２００５年度の環境活動の実績をまとめたもので、活動の考え方や取り組みにつ

いて一人でも多くの方にご理解いただくと共に、忌憚のないご意見をお聞かせいただければ

幸いであります。

２００６年７月

関西日本電気株式会社

社 長
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ＮＥＣ関西の概要ＮＥＣ関西の概要

社 名 関西日本電気株式会社

設 立 １９８３年７月１日
新日本電気株式会社より電子デバイス事業を分離、独立
（創業１９４３年 日本電気株式会社大津製造所）

社 長 吉野 達雄（よしの たつお）

資本金 １０億円

本社所在地 滋賀県大津市晴嵐ニ丁目９番１号 〒520-8555
TEL ０７７－５３７－７５００

従業員数 ２３２４名 （2006年３月末現在）

生産品目 各種半導体
（表示制御IC、ﾊﾟﾜｰMOS FET、汎用ﾘﾆｱIC、ﾏｲｸﾛｺﾝﾋﾟｭｰﾀ、
化合物ﾃﾞﾊﾞｲｽ）

関連会社 日本電子ライト㈱

三重県上野市千歳１３８番地 〒518-0002
TEL ０５９５－２３－３２５１（代）

㈱近畿分析センター

滋賀県大津市晴嵐ニ丁目９番１号 〒520-0833
TEL ０７７－５３４－０６５１（代）

２

表示制御ＬＳＩ

化合物デバイス

パワーＭＯＳ ＦＥＴ 汎用リニア ＩＣ

マイクロコンピュータ



活動のあゆみ活動のあゆみ

・ｴｺ･ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ制定

・ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝの達成

・MSDS整備完了

・製品･製法アセスメント実施

・環境ｱﾆｭｱﾙﾚﾎﾟｰﾄ発行

・環境会計の実施

・PRTR法対応

・リサイクル協議会会長賞受賞（2000）

・高圧ｶﾞｽ保安経済産業大臣表彰（2001）

・地域環境保全功労者表彰（2001）

・高圧ガス保安功労者（2001）

・滋賀県一般高圧ガス保安協会感謝状（2002）

・地域環境保全功労者表彰（2002）

2000

～

2002

・省ｴﾈﾙｷﾞｰ推進

・環境管理実施事業所更新

・淡海エコフォスター制度登録

・グリーン調達推進（直材０４年２月100％完了）

・産官学による再資源化活動推進

・経済産業省による第１種エネルギー管理指定工場総点検（合格）

・当社のすべての関連会社でISO14001認証取得

・監査・教育･情報等の電子化推進

・環境保全優良事業所表彰受賞（2005年度）

2003

～

2005

1970

～

1999

年度

・環境保全施設の設置

・環境安全管理室設置

・環境監査の実施

・地下水使用停止（リン対策）

・化学物質審査の制度化

・脱窒素装置導入

・ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ及びﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ全廃

・産業廃棄物削減及びｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝの実現に向けて活動開始

・環境保全優良事業場賞受賞（1984）

・煌き大津賞受賞（1990）

・ISO14001ＮＥＣ関西認証取得：1996年３月〈日本品質保証機構〉

・環境管理実施事業所認定

活動推移

３



環境管理組織環境管理組織

環境管理活動を推進するための環境管理組織は、以下の通りです。

・ 環境方針等の全社展開機関として社長を委員長とする環境管理

委員会を設置し、課題別の解決機関として分科会、各種ワーキング
チームを設置しています。

・環境関係の法定管理者として公害防止統括者、公害防止管理者等

を設置し、また社内管理者として廃棄物処理責任者、廃棄物処理
担当者等を選任しています。

環境管理担当執行役員環境管理担当執行役員

部 門 長部 門 長

グループマネージャーグループマネージャー

主 任主 任

一般従業員一般従業員

環境監査員環境監査員

環境課題別ﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑ環境課題別ﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑ

化学物質管理分科会化学物質管理分科会

特殊ガス防災分科会特殊ガス防災分科会

関連会社等・協力会社
環境安全連絡協議会

関連会社等・協力会社
環境安全連絡協議会

部門環境管理委員会部門環境管理委員会

部門化学物質審査会部門化学物質審査会

省エネルギー分科会省エネルギー分科会

環境工務部環境工務部

廃棄物処理責任者廃棄物処理責任者

廃棄物処理担当者廃棄物処理担当者

特定施設運用管理者特定施設運用管理者

チームマネージャーチームマネージャー

：社内選任

：法定選任

４

環境管理責任者環境管理責任者

環境管理委員会環境管理委員会 社 長社 長

公害防止管理者公害防止管理者

特別管理産業廃棄物
管理責任者

特別管理産業廃棄物
管理責任者

その他
法定管理者

その他
法定管理者

公害防止統括者公害防止統括者



環境管理に係わる認証・認定環境管理に係わる認証・認定

環境マネジメントシステムに係わる国際規格のＩＳＯ１４００１認証を国内
半導体製造事業所において初めて、１９９６年３月８日に取得しました。
２００３年１１月にＮＥＣエレクトロニクスグループ・国内生産分身会社６社
の一括認証に切り替え、認証を継続しています。

自主的な環境管理活動が認められて１９９９年９月に大津市から
「環境管理実施事業所」として認定されました。
継続認定として２００３年１２月に更新しました。

５



環境管理に係わる環境管理に係わる表彰表彰

環境保全優良事業所表彰受賞

6

滋賀県環境保全協会長賞 当社の活動状況を紹介

平成１７年度における当社の環境保全活動の取り組み内容が継続的、

独創的で模範となり、顕著な成果を挙げているという評価をいただき、

環境マネジメント部門で滋賀県環境保全協会長賞を受賞しました。

活動の概要

・省エネ施策推進（全社ｹﾁｹﾁ作戦）

・化学物質削減（源流での取組み等）

・資源循環（再資源化の取り組み等）

・地域貢献（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに年1000人以上参加等）



環境方針環境方針

環境理念環境理念

自然のいとなみを尊重した環境管理活動を展開し、
環境に配慮した事業活動と地球環境保全の両立を目指します。

行動指針行動指針
１．半導体製造に係わる活動，製品の全領域において環境負荷を最小限にするために省資源・省エネル
ギー・廃棄物削減・環境リスク対策などの環境パフォーマンスを推進します。

２．環境マネジメントシステムに基づき環境保全活動を展開し、継続的改善の実施と汚染の予防を図ります。

３．環境に関する法令及び同意したその他の要求事項を順守することはもとより、自主管理基準を設定し、
環境管理レベルの向上に努めます。

４．環境目的、目標の設定及びその達成に向けて実施計画を作成し、定期的にレビューを行います。

５．環境方針を積極的に公開し、その内容を確実に実行・維持します。また、全従業員及び当社のために
働くすべての人に周知します。

６．開発した環境技術・管理手法を活用して社会に貢献します。

７．琵琶湖の近隣に立地していることを認識し、自然環境に充分配慮すると共に地域と一体となった環境
向上活動を展開します。

従業員各自は、環境グリーンカード
に実践を心がける環境に配慮した
自分自身の行動を記載しています。

全従業員は、環境グリーン
カードを常に携帯しています。

環境方針の内容をいつでもどこでも見られるように
環境グリーンカードを全従業員に配付しています。

７



20052005年度の環境管理活動結果年度の環境管理活動結果

■ 2005年度の主な取組み実績

達成度評価 ○：１００％以上１２０％未満
△：８０％以上１００％未満
×：８０％未満

８

○
外部に影響する

環境異常ゼロ継続

リスクミニマム

計画的に環境リスク対策を進め
ることで、 「外部に影響する環境
異常の発生件数ゼロ」を継続す
る。

○１１３ｔ

一般廃棄物総排出量：
120ｔ/年以下を継続する。

○８８％

資源循環

産業廃棄物総排出量：
2004年度対比１０1％以下

○１１２％

資源有効利用

化学物質の総使用量：
2004年度対比１13％以下

○１００％

グリーン調達推進活動

間接材料のグリーン調達率を

１００％にする。

○１１2％

地球温暖化防止

炭酸ガス排出量：
1990年度対比１１5％以下

評価実 績2005年度環境目標



９

20062006年度の主な環境目的・目標年度の主な環境目的・目標

外部に影響する環境異常
ゼロ

リスクミニマム

計画的に環境リスク対策を進めることで、
「外部に影響する環境異常の発生件数ゼ
ロ」を継続する。

120ｔ/年以下

一般廃棄物総排出量を

120ｔ/年以下を継続する。

2005年度対比99％以下

資源循環

産業廃棄物総排出量を2010年度に
2005年度対比3％削減する。

2005年度対比101％以下

資源有効利用

化学物質の総使用量を2010年度に
2005年度対比3％削減する。

2006年4月の法施行に伴う

対象物質の詳細調査実施

ＶＯＣ排出量削減

ＶＯＣ対象物質排出量を2010年度末に
2000年度対比40％削減にする。

炭酸ガス排出量絶対値
1990年度対比112％以下

地球温暖化防止

炭酸ガス排出量絶対値を2010年度末に
1990年度対比で8.6％削減する。

2006年度目標環境目的



・200５年度は、製造ラインにおけるプロセスの改善、噴霧
加湿技術導入、環境の見直し、フリークーリング適用、
インバータ化などにより、厳冬のハンデを克服し、目標を
達成しました。

・200６年度以降の取り組みとしては、地道な省エネ施策を
継続すると共に将来に向けた省エネ施策を模索していきます。

(地球温暖化防止への貢献)

１０

■省エネルギーへの取り組み

当社の地球温暖化防止［CO2削減］ 長期目標
当社の地球温暖化防止［CO2削減］ 長期目標

長期目標：絶対値 91.4％（‘10年度／90年度対比）
（国際的取決め準拠）

原単位 75.0％（‘10年度／90年度対比）
（企業物価指数を考慮）

エコファクトリー活動１エコファクトリー活動１

地球温暖化防止「国民運動」
“チーム･マイナス６％”
に全社を挙げて参加中

ＮＥＣ関西は

チーム・マイナス６％に

参加しています。



１１

■省エネルギー事例

‘０５年度実施事例（噴霧加湿）

エコファクトリー活動２エコファクトリー活動２

クリーンルームの室
内温調システムは一
般的に外調機の加湿
により行われている。

今回、工場に最適な
最新方式である水噴
霧加湿システムを導
入することにより、冬
季の室内温調制御
用蒸気量を削減し、
大きな省エネ効果を
発揮している。

1

1.4

1.8 1.8

1.4

1 1

0.5 0.5 0.5

11月 12月 １月 ２月 ３月

対象工場以外 対象工場

0

1

2

対象工場で
大幅削減

蒸
気
使
用
量

指数

2727℃℃ 1010℃℃ 100100%%

①加熱コイル蒸気使用量削減 ②再熱コイル熱回収量ＵＰ
設備冷却水冷却効率ＵＰ

装置

設冷

水加湿

③気化熱による冷却効率ＵＰ
打ち水効果

1616℃℃00℃℃
従来

55℃℃ 100100%%1515℃℃0℃ 1616℃℃
水噴霧

2727℃℃2727℃℃ 1010℃℃ 100100%%1010℃℃ 100100%%

①加熱コイル蒸気使用量削減 ②再熱コイル熱回収量ＵＰ
設備冷却水冷却効率ＵＰ

装置

設冷

水加湿

装置

設冷

水加湿

③気化熱による冷却効率ＵＰ
打ち水効果

1616℃℃1616℃℃00℃℃
従来

00℃℃00℃℃
従来

55℃℃ 100100%%1515℃℃0℃ 1616℃℃
水噴霧

55℃℃ 100100%%1515℃℃0℃ 1616℃℃55℃℃ 100100%%1515℃℃0℃ 55℃℃ 100100%%55℃℃ 100100%%1515℃℃1515℃℃0℃0℃ 1616℃℃1616℃℃
水噴霧

水噴霧加湿システムの導入により蒸気使用量（重油使用量）が削減し、
約１，１００ｔのＣＯ2削減効果がありました。

通常、冬は使用
量が増加する



１２

■廃棄物削減への取り組み

0
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燃え殻

ガラス屑

金属屑

廃油

廃ｱﾙｶﾘ

廃酸

廃プラ

汚泥

年
度

トン

処
理
委
託
量

（９５％） （９８％）

（ ）：９０年度比処理委託量削減率

汚泥のセメント原料

社内処理推進

汚泥のセメント原料

社内処理推進

廃油の補助燃料

分別による金属回収

廃油の補助燃料

分別による金属回収

廃プラの燃料化
汚泥の金属回収

廃プラの燃料化
汚泥の金属回収

2000年4月に達成し、
ゼロ・エミッション継続中

2000年4月に達成し、
ゼロ・エミッション継続中

廃油の蒸留再生

プラスチック製品原料

廃油の蒸留再生

プラスチック製品原料 廃プラの路盤材
高炉の還元材

廃熱利用

廃プラの路盤材
高炉の還元材

廃熱利用

ゼロエミッション（100％再資源化）の継続

200５年度改善事例

エコファクトリー活動３エコファクトリー活動３

汚泥循環

原水槽 反応槽 凝集槽 沈殿槽

化学反応槽

Ｐ

Ｐ

アルカリ

（返送汚泥）

（汚泥循環 法）

原水Ｆ濃度
50～ 60 ｐｐｍ

処理水

汚泥を循環することで、薬品注入量を削減

→ 汚泥削減（６ｔ/月）

汚泥が凝集剤の役割を行うので凝集剤の投入を
減らせる。また、汚泥が高濃度になるので脱水率
改善が見込まれる

原水槽 反応槽 凝集槽 沈殿槽

化学反応槽

Ｐ

Ｐ

アルカリ

（返送汚泥）

（汚泥循環 法）

原水Ｆ濃度
50～ 60 ｐｐｍ

処理水原水槽 反応槽 凝集槽 沈殿槽

汚 泥 循 環
化学反応槽

ＰＰ

ＰＰ

アルカリ

（返送汚泥）

フッ素含有排水

処理水

一部汚泥を返送することにより
凝集用薬品の代用として利用



当社の廃棄物が適正に処理されるよう常に確認しています。

・当社の廃棄物を収集運搬していただく業者との情報交換の場
として、定期的に安全輸送協議会を開催しています。

（１回／年）

・当社から発生した廃棄物が適正に処理されているかどうかを
把握するために、廃棄物処理委託先の現地確認を実施して
います。 （１回／年）

廃棄物排出責任への的確な対応廃棄物排出責任への的確な対応

■環境リスク対策事例

当社の廃棄物を安全に運んでもら
うために廃棄物収集運搬業者を集
めて安全輸送協議会を開催しまし
た。

廃棄物の中間処理・最終処分業者
を年１回の頻度で現地確認を実施
しています。

１3.

エコファクトリー活動４エコファクトリー活動４



環境リスクマネジメントの強化のため以下の取り組みを進めて
います。

・２００５年度は、環境負荷の高い場所において環境異常時を
想定した対応テストを計画通り実施しました。

・環境異常時を想定した対応テストでは、緊急予備槽や土のう
の有効性についても確認すると共に反省会を実施し問題点を
抽出し、解決することでレベルアップを図っています。

環境異常時想定処置対応テスト実施環境異常時想定処置対応テスト実施

■環境リスク対策事例

１４

エコファクトリー活動５エコファクトリー活動５

化学物質を使用する製造ラインでは、
薬品やガスが漏洩したことを想定し
て対応訓練を行っています。

製造ラインは交替勤務のため、年間
計画に基づいて、勤務毎に実務訓
練を行っています。

廃棄物最終集場には、いろいろな
廃棄物を保管しており、廃液や廃
油が漏洩したことを想定した対応
テストを実施しています。広がり
防止から回収の手順の有効性を確
認しています。



１５

■薬品使用量削減事例

エコファクトリー活動６エコファクトリー活動６

薬品供給装置

薬品
ﾀﾝｸ

薬品
ﾀﾝｸ

薬品供給装置

薬品
ﾀﾝｸ

薬品
ﾀﾝｸ 貯液槽

処理槽

部品

廃液

処理薬品使用量１７ｔ /月削減

液交換頻度延長及び液補充量
削減により、薬液使用量を削減

化学物質使用量削減活動として生産ラインと環境保
全部門が一体になって活動を行っています 。

・工程、設備毎の使用量管理から改善

・繰り返し実験、製品の評価により変更

源流側での化学物質使用量削減と使用後の廃液を無
害化するための処理薬品使用量削減に取り組んでい
ます。

ＮＥＣエレクトロニクスグループ内で環境負荷低減、
汚染防止に貢献し、表彰を受けました。

（２００６年６月）

プロセス条件変更による薬品使用量削減



・一般従業員が係わる一般廃棄物の発生場所には分別廃棄用の
回収ボックスを用意し、発生元で分別を徹底しています。

・オフィスにおける省エネ施策として不用時の消灯及びパソコ
ン電源ＯＦＦ等の活動を徹底しています。

１６

全員参加のきめ細かな環境管理活動の展開全員参加のきめ細かな環境管理活動の展開

■オフィスにおける環境管理活動

■冷房機（エアコン）の省エネ

冷房設定温度は
２８℃以上にしましょう 。

■パソコンの省エネ

１時間以上の離席時は
電源OFFしましょう 。

■天井照明の省エネ

昼休みは消灯しましょう 。

オフィスの省エネ対策として全
従業員に啓発を実施しています。

社内イントラでも案内していま
す。

絵で見る廃棄物分別方法、
古紙回収マニュアル

各職場に掲示し、全従業員に徹
底しています。

オフィスの省エネ

エコファクトリー活動７エコファクトリー活動７



環境管理・安全衛生レベルの向上のために関連会社等や取
引先と定期的に情報交換しています。

・関連会社等及び協力会社と環境安全に係わる協議会及び現
地情報交換会などを定期的に開催し、相互の環境・安全レ
ベル向上に努力しています。

・資材供給者等の取引先に対してエコアクションプラン概要
版等を配付することで、当社の環境管理活動の取り組みを
理解していただいています。

関連会社等・協力会社
環境安全連絡協議会
関連会社等の方々に当社の環境管
理・安全衛生に係わる活動内容を
展開する機会として環境安全協議
会を開催しています。

関連会社等・協力会社
環境安全現地情報交換会
関連会社等の方々に環境・安全に
関する活動状況の確認を目的にア
ンケート調査の実施や、内部監査
員として参画し活動レベルの向上
に努めています。

■関連会社等への支援活動

１７

エコファクトリー活動８エコファクトリー活動８



自主的な環境管理活動レベル向上のために全部門（12部門）

を対象に内部環境監査を実施しました。

・環境負荷の大きな部門に対しては、ｲﾝﾀﾋﾞｭｰとﾊﾟﾄﾛｰﾙﾁｪｯｸを
併用したきめ細かな監査を行い、環境負荷の小さな部門に
対しては、重点を絞って書類監査を行いました。

１８

インタビューチェックで環境管理活動状況
の書類確認を行い、書類に記載されている
内容の事実関係を担当者に直接ヒアリング
することで、検証しています。また、必要
に応じてインタビューでの確認内容を現地
パトロールでもチェックするようにしてい
ます。

■内部環境監査

環境保全施設の運転状況、ＰＨ計などの監
視機器の校正状況および緑地管理状況等、
環境に係わる重要な運転管理状況を現地パ
トロールで確認しています。また必要に応
じて点検結果などの帳票類の確認も実施し
ます。

エコファクトリー活動９エコファクトリー活動９

■環境経営監査

・ＮＥＣＥＬグループでは相互の環境レベル向上を目指して、
環境監査員を派遣しあって毎年環境経営監査を行っています。

・ＩＳＯ１４００１の要求事項と環境改善に関する取り組み状況
の監査を受けながら、情報交換の場として活用しています。



１９

■環境面からの顧客対応

エコファクトリー活動１０エコファクトリー活動１０

２００５年度グリーン調達活動実施計画及び実績

グリーン調達率100％維持生産用部材

対象品

間接材料

設備

4月~6月

調査・回収

認定通知
ＮＧ通知発行

グリーン調達率
100%維持

7月~9月 10月~12月

進捗確認＆
フォローアップ

２００４年度完了

２００４年度完了

ISO14001or
KES認証取得

進捗確認

05/2 計画通り100%完了

進捗確認進捗確認

・２００４年度は、生産用部品のグリーン調達100％を
達成しました。

・２００５年度は、関係するパートナーと環境マネジメン
トシステムの構築に関する情報交換・情報提供等を行い、
問題点を改善していただき、間接材料・設備に関する
グリーン調達100％を達成しました。

・２００６年度７月に施行されたＲｏＨｓ指令に対応する
ための活動を継続しています。



・従業員各自の環境管理レベル向上のために、環境管理教育や
環境意識向上活動を前向きに展開しています。

・全員参加の環境管理活動を活性化させていくために環境月間
（6月、11月）を設定しています。

２０

■教育・意識啓発活動

エコ講演会
環境意識向上を目的に従業員及び近
隣自治会の方を対象に時の話題を
テーマに、毎年６月と１１月に環境
管理教育を行っています。

環境管理ポスター・標語
環境管理に係わるポスター・標語を
年１回募集し、優秀作品を社内に掲
示することで、環境意識向上につな
げています。200５年度は応募作品
ポスター23件、標語2541件から、
ポスター４点、標語８点の優秀作品
を選出し掲示しました。

エコファクトリー活動１１エコファクトリー活動１１

環境Ｗｅｂ教育

全従業員を対象に環境管理教育を
行っており、パソコンを活用してい
つでも受講者の都合により受講でき
るようにしています。
また、特定の教育についてもＷｅｂ
教育についてもＷｅｂ教育を活用し
ています。各人が受講

社内ｗｅｂより受講



・おおつ環境フォーラムでは運営委員、大津環境マネジメン
トシステムプロジェクトではサブリーダーを担当していま
す。

・生ゴミリサイクルプロジェクトの活動に協力し、当社従業
員食堂の生ゴミを社内で肥料化し、近隣農家の野菜作りに
利用していただいています。

また、栽培された野菜は当社で場所を提供し、フォーラム
主催の青空野菜市で販売され、スタッフとして参画協力し
ました。

■地域の環境団体の中で積極的に活動

おおつ環境フォーラムの活動に協力
おおつ環境フォーラムのＯＥＳ（大津
環境マネジメントシステム）プロジェ
クトでマネジメントシステムの普及活
動を展開しています。

おおつ環境フォーラムの
生ゴミリサイクルプロ
ジェクトに協力して、従
業員食堂から発生する生
ゴミ・調理カスをコンポ
スト（生ゴミ処理機）で
肥料にして近隣農家で利
用していただいています。

当社の生ゴミを肥料として栽培され
た野菜を販売する大津環境フォーラ
ムの青空野菜市に場所提供、スタッ
フの協力をしています。

２１

生ごみ処理機

堆肥は農家へ
提供

堆肥を利用した
野菜作り

野菜の販売

生ごみ
リサイクル

エコファクトリー活動１２エコファクトリー活動１２



・環境に係わるインプット及びアウトプットデータを確実に

管理し、環境負荷低減のために活用しています。

・自然界の環境負荷が増加しないように継続的改善を進めて

いきます。

２２

廃棄物はセメント原料・補助燃料等に利用

大気系への放出

ＣＯ2：115,000ｔ/年

NOX：29  SOX： 5ｔ/年

廃棄物発生量（100％再資源化）

一般廃棄物： 113 ｔ/年

産業廃棄物： 6,950ｔ/年

特管産廃 ： 2,950ｔ/年

水系への放出

総排水量：1, 570km３/年
ＢＯＤ：1．7ｔ/年

（公共水域系）

■マスバランス

原材料
化学物質：6,680ｔ/年
（法規制）
紙：19ｔ/年

製品

ｴﾈﾙｷﾞｰ
電気：240,230MWH/年
重油：3,630KL/年

都市ガス：4,334km３/年
水 ：1, 680km３ /年

環境負荷マップ環境負荷マップ

ﾘｻｲｸﾙ品



２３

・２００１年４月に化学物質の排出・移動量を把握するための
法律であるＰＲＴＲ法が施行され、４年が経過しました。

・当社では、化学物質導入段階から有害性等を２段階で厳重に
審議し、有害な物質を使用しないように努めています。

・PRTR法物質は、削減・代替化及びリサイクルを進めていま
す。

化学物質導入検討

ＭＳＤＳ入手

審査会

（第二段審議）

合格

全物質の排出、移動量把握

ＭＳＤＳの社内（現場）使用

不採用決定

一般へ情報開示
（環境ｱﾆｭｱﾙﾚﾎﾟｰﾄ）

行政への報告

排出、移動量等算出

社内システム活用
合格

ＮＧ

ＮＧ

－ＭＳＤＳ－
Material Safety Datａ Sheet
（化学物質安全データシート）

・使用量、排出量の削減

・代替化、リサイクル化 促進

ＰＲＴＲ物質

取り扱い

■化学物質導入フロー

部門内審査

（第一段審議）

化学物質管理（ＰＲＴＲ法対応）化学物質管理（ＰＲＴＲ法対応）



ＰＲＴＲ対象物質排出量削減に取り組み、社内目標を達成しました。

目標：２００５年度に２００２年度対比３０％削減

実績：３５％削減

ＰＲＴＲ対象物質ＰＲＴＲ対象物質のの排出量排出量削減活動削減活動

２４

化学物質管理（ＰＲＴＲ法対応）化学物質管理（ＰＲＴＲ法対応）

ＰＲＴＲ対象物質は資材の購入から製品として出荷したり、排水処理、排ガス
廃棄物処理などを含め、全てのＩＮ－ＯＵＴ管理を行っております。

　　　　　ＰＲＴＲ対象物質の排出量、移動量等（2005年度）

大気排出量
公共水域
排出量

廃棄物処理
量（注）

２－アミノエタノール 16 11.18 0.00 0.00 0.00 0.00 11.18 0.00

エチレングリコール 43 0.43 0.00 0.00 0.00 0.00 0.43 0.00

キシレン 63 29.49 0.00 0.00 0.44 0.00 29.05 0.00

銀及びその水溶性化合物 64 0.54 0.26 0.00 0.00 0.00 0.00 0.28

クロム 68 0.01 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.01

クロロベンゼン 93 0.11 0.00 0.00 0.00 0.00 0.11 0.00

無機シアン化合物 108 0.06 0.00 0.00 0.00 0.00 0.06 0.00

ｏ－ジクロルベンゼン 139 146.13 0.00 0.00 1.32 0.00 144.81 0.00

1,3,5－トリメチルベンゼン 224 14.82 0.00 0.00 0.00 0.00 14.82 0.00

鉛及びその化合物 230 0.07 0.07 0.00 0.00 0.00 0.01 0.11

ニッケル 231 0.21 0.10 0.00 0.00 0.00 0.00 0.11

砒素及びその無機化合物 252 0.92 0.50 0.00 0.00 0.00 0.27 0.15

フェノール 266 65.07 0.00 0.00 0.32 0.00 64.74 0.00

ふっ化水素及びその水溶塩 283 178.09 0.00 26.53 0.00 2.71 148.85 0.00

ほう素及びその化合物 304 0.18 0.01 0.00 0.00 0.00 0.17 0.00

合　　　計 447.31 0.94 26.53 2.08 2.71 414.50 0.66

排出・移動量

ﾘｻｲｸﾙ量
政令
番号

化学物質名 取り扱い量
消費量

（製品含有）
除去処理量

施策：有機排ガス処理装置の活性炭の適正交換を実施しています。

今後：揮発性有機化合物の大気排出量削減に取り組んでいきます。

注：廃棄物処理量には、委託再資源化量によるリサイクル量を含む

（単位：ｔ）



環境経営を進めるうえで、環境会計は重要であり、ここでは、
設備投資額と経費、実質的な経済効果を掲げています。
設備投資（全体；約４５百万円）の約８２％は、地球温暖化
防止（省エネ）・リスク対応、費用（全体；約１２１２百万
円）の約２０％は廃棄物の再資源化・発生抑制対策等の費用
です。
全体としての経済効果は、＋６７百万円でした。

（単位：百万円）

２5

環境会計集計結果環境会計集計結果

環境会計環境会計((20052005年度実績）年度実績）

内　　容

地球温暖化防止 地球温暖化防止対策 29.9 0.0 14.62 2,303ｔ-CO2

資源有効活用 化学物質・資材・水等の使用量低減対策 0.8 0.0 19.0 172.8ton

資源循環活動 廃棄物の再資源化、発生抑制対策等化学物質 7.2 248.2 15.2 1,297.2ton

リスク対応 6.82 25.6 0.0 －

製品環境配慮 製品・製法アセスメント等 0.0 0.0 －

環境活動 人件費、人材育成費 0.0 937.9

研　究　開　発 環境負荷低減技術開発 0.0 0.0

社　会　活　動 社会貢献・情報公開・緑化 0.0 0.05

環境損傷（その他） 汚染負荷量賦課金 － 0.5

合　　計 44.7 1212.2 66.5

公害防止対策、遵法対応・化学物質・廃棄物管理・訓練

項  目
効果

環境負荷低減

設備投資額
(百万円）

経費
(百万円） 経済効果

(百万円）



２６

当社は、ステークホルダーをはじめとした関係の皆様との、
環境に係わるコミュニケーションを非常に大切にしています。
行政との情報交換として、大津市との環境保全協定による
定期報告を行い、その報告内容を、大津市のホームページに
掲載していただくことで、皆様にもご覧いただけるようにし
ております。
顧客との情報交換では、お客様からの環境調査などにタイム
リーに対応しています。地域の皆様とは、環境の説明会など
イベントや環境ボランティア等を通じて意思疎通を図るよう
に努めています。

環境コミュニケーションの確実な実施

ＮＥＣ関西

　行政（県、市）
・大津環境フォーラム
・市環境保全課と連携
　（ヨシ刈り等）　
・滋賀グリーン購入
　ネットワーク
・地域結集型共同事業
（環境調和型

・環境保全協定締結

地域・自治会・顧客
・住民との懇談会
・ふるさと盛越川を
　愛する会活動
　ミニ菖蒲園
　盛越川フェスティバル
　花プランター
　盛越川一斉清掃

・八社会（地元会社）
・顧客からの要求対応 社会との連携

・淡海エコフォスター（毎週清掃）
・Ｍａｋｅ　ａ　ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅ　ｄａｙ
・県勤労者山岳連盟の　清掃登山
・びわ湖一斉清掃

・環境報告書

■環境コミュニケーション

環境情報開示、コミュニケーション環境情報開示、コミュニケーション



■水質関係測定結果

単位はＰＨを除き mｇ／l   、大腸菌群数：個／cm3

注：○印は測定結果が自主基準値内であることを示す
ｐＨ：水素イオン濃度 ＳＳ：水中の汚濁物質濃度 ＢＯＤ：生物化学的酸素要求量 ＣＯＤ：化学的酸素要求量

２００５年度測定結果の平均値

国や地方自治体の定める規制値より、更に厳しい自主管理基準
値を設定し、管理しています。その管理状況を定期的に監視す
るために環境関係測定を実施しています。

２７

■測定結果

環境測定結果環境測定結果

測定項目 国基準値 大津市基準値 自主基準値平均測定値 測定結果 ＭＡＸ

カドミウム 0.1 0.01 ND ND 〇 ND

シアン 1 0.1 ND ND 〇 ND

鉛 0.1 0.1 ND ND 〇 ND

六価クロム 0.5 0.05 0.02 ND 〇 ND

砒素 0.1 0.05 0.01 ND 〇 ND

水銀 0.005 0.005 0.001 ND 〇 ND

ＰＨ 5.8-8.6 6.0-8.5 6.5-8.0 7.5 〇 7.3-7.7

ＢＯＤ 160 20 4.7 1.1 〇 1.7

ＣＯＤ 160 20 5.9 3.5 〇 5

ＳＳ 200 70 4.1 1 〇 1.3

ｎ－ｈｅｘ 5 5 1 ND 〇 ND

フッ素 8 8 2.2 1.8 〇 2.1

総窒素 120 8 5 1.5 〇 4.9

総リン 16 0.8 0.2 0.08 〇 0.17

大腸菌群数 3000 3000 37 0.3 〇 4

銅 3 1 0.1 ND 〇 ND

亜鉛 5 1 0.5 ND 〇 ND



■大気測定結果

■騒音・振動測定結果

注：○印は測定結果が自主基準値内であることを示す

注：○印は測定結果が自主基準値内であることを示す

２８

分析測定：株式会社近畿分析センター

URL http://www.kbc-em.co.jp

２００５年度測定結果の平均値

２００５年度測定結果の平均値

大津工場測定施設 測定項目 単位 国の基準値自主基準値平均測定値 測定結果 ＭＡＸ

ばいじん ｇ/ｍ３Ｎ 0.3 0.09 0.01 〇 0.01

窒素酸化物 ｐｐｍ 180 130 110 〇 110

硫黄酸化物（K値） － 8.76 1 0.17 〇 0.20

ばいじん ｇ/ｍ３Ｎ 0.3 0.09 0.05 〇 0.06

窒素酸化物 ｐｐｍ 180 130 66 〇 68

硫黄酸化物（K値） － 8.76 1 0.19 〇 0.21

ばいじん ｇ/ｍ３Ｎ 0.3 0.09 0.01 〇 0.01

窒素酸化物 ｐｐｍ 180 130 72 〇 79

硫黄酸化物（K値） － 8.76 1 0.08 〇 0.08

ばいじん ｇ/ｍ３Ｎ 0.3 0.09 0.01 〇 0.01

窒素酸化物 ｐｐｍ 180 130 94 〇 96

硫黄酸化物（K値） － 8.76 1 0.16 〇 0.18

ばいじん ｇ/ｍ３Ｎ 0.3 0.09 0.05 〇 0.05

窒素酸化物 ｐｐｍ 180 130 71 〇 75

硫黄酸化物（K値） － 8.76 1 0.11 〇 0.14

ボイラー⑤

ボイラー①

ボイラー②

ボイラー③

ボイラー④

測定 測定時刻 単位 国の基準値自主基準値平均測定値 測定結果 ＭＡＸ

6：00～8：00 ｄＢ 65 60 54 〇 56

8：00～18：00 ｄＢ 70 65 52 〇 54

18：00～22：00 ｄＢ 70 65 53 〇 55

22：00～翌6：00 ｄＢ 60 55 53 〇 54

8：00～20：00 ｄＢ 65 60 30 〇 30

20：00～翌8：00 ｄＢ 60 55 30 〇 30
振動

騒音



琵琶湖一斉清掃
滋賀県民が大切にしている琵琶湖周辺を清
掃する活動に、毎年参加しています。
地域の方たちと一緒に湖岸道路、河川清掃、
工場周辺のゴミ拾いを行っています。

良き企業市民の仲間入りをすべく地域に密着した活動を展開し
ています。
・地域環境向上の一環として、環境ボランティア活動等を積極
的に実施し、地域社会とのつながりを密にしています。

・行政、市民、当社従業員が一体となり、特徴的な活動を展開
するように努力しています。

２９

ヨシ刈り
水質浄化や生物を豊かに育むなど様々な機
能をもつヨシ帯を保全する活動が市民、事
業者、行政が一体となって行われています。
毎年、大津市主催でこのヨシ刈りが実施さ
れており、当社からも３２名が参加し、良
き企業市民としてさわやかな汗を流しまし

た。

Make a difference day
ＮＥＣグループでは社会貢献活動の一環とし
て「Make a difference day」を設定しており、
当社では、琵琶湖博物館のある烏丸半島周辺
の清掃を従業員及びその家族約３００名で実
施し、２トントラック一台分のゴミを回収し
ました。

■2005年度環境ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実施状況

地域社会とのかかわり１地域社会とのかかわり１



・地域の皆様との定期的な情報交換の機会として、近隣自治会
との懇談会を年１回実施しています。

・地域の方との共同作業として、盛越川沿いに設置している
プランターの花の植替えや松並木の整備を進めています。

３０

自治会との懇談会
地域の方との環境コミュニケーションの一
環として地元自治会の役員の皆様と情報交
換を行いました。当社全般に係わる内容及
び環境管理活動を説明すると共にＰＲＴＲ
法への対応状況についても情報提供しまし
た。

花の植え替え
近隣自治会の方と共同で盛越川沿いのプラ
ンターの花の植替え作業を年２～3回行っ
ています。

地元自治会の方及び当社従業員が協力して
作業を行い気持ちのいい汗を流しました。

県民ゴミゼロ大作戦
「ふるさとの盛越川を愛する会」のメン
バーの方達と川の清掃活動を行っており
ます。ゴミゼロ大作戦として、川の中の
草刈りも行います。

■地域との環境コミュニケーション実施状況

地域社会とのかかわり２地域社会とのかかわり２



淡海エコフォスター制度に登録し、県道に看板を掲示しています。

（啓発看板取付日 2004年2月）

毎週水曜日には自主的に有志が集まって湖岸道路、ＪＲ石山駅周辺、当社の
工場外周のごみ拾いを実施しています。また工場前の盛越川には菖蒲を植え
ています。

ＮＥＣ関西有志・晴嵐１丁目自治会は、公共場所を責任もっ
て定期清掃する淡海エコフォスターの合意書に滋賀県知事と
締結し、毎週水曜日に清掃活動を実施しています。

・毎週水曜日に清掃活動実施

・湖岸道路、ＪＲ石山駅周辺、
盛越川等の美化

・誰でも、いつでも自由参加

注）淡海ｴｺﾌｫｽﾀｰ制度：エコ（環境）
とﾌｫｽﾀｰ（育成する）を結び付け、
環境こだわり県滋賀での公共の
場所の美化を推進する制度

■淡海エコフォスター制度に登録

３１

車道拡幅・歩道
の整備に協力
しました

地域社会とのかかわり３地域社会とのかかわり３



工場敷地内にケナフを植えて地球環境保護に協力しています。

・ケナフは短期間に旺盛な成長をしますので普通の木よりニ酸
化炭素の吸収が３～８倍と多くＣＯ2削減に効果があります。

・ケナフは夏の午前中に黄色い花を咲かせ従業員の目を楽しま
せてくれます。また、繊維を利用して紙漉きもできます。

毎年、地球環境保護を考えることを目的に
工場敷地内に従業員の手でケナフを植えて
おります。また、取れた種や苗を希望する
従業員や近隣の方に提供して、家庭や畑で
も栽培してもらっています。

夏はケナフの花が楽しみです。成長が早く
毎日どんどん背丈が伸びていきます。黄色
い花が咲き始めると毎日たくさん咲きます
ので目の保養にもなります。

背丈が高い割には根が浅いのでちょっとの
風で倒れてしまうので支柱に結んで倒れな
いように配慮しています。

ケナフの繊維から非木材紙に加工できます。
敷地内で収穫したケナフを原料に名刺を作
成しています。

また、地球環境保護の意識を高めるために
従業員や近隣の方と一緒に紙漉き体験も
行っています。

３２

ケナフの紙すき

地域社会とのかかわり４地域社会とのかかわり４

ケナフを植栽

ケナフに花が咲いたよ！



３３

滋賀県条例に基づく大気環境負荷低減計画書滋賀県条例に基づく大気環境負荷低減計画書

滋賀県では、化学物質
等による大気汚染など
地球規模の環境課題へ
の取り組みを総合的に
推進するために「滋賀
県大気環境への負荷の
低減に関する条例」が
制定され、当社では平
成１8年４月に条例に基
づく大気環境負荷低減
計画を作成し、届出し

ています。

モビリティ・マネジメント・プログラムへの参加モビリティ・マネジメント・プログラムへの参加

国土交通省近畿運輸局が推進している「かしこいクルマの

使い方を考える」運動に、従業員５０名が参加しました。

・通勤方法を考える
・買物には何でいく
・車の利用順路を考える
・家族の行動を話し合う

従来の生活スタイルからのクルマの使い方と、改善
後の「かしこいクルマの使い方」を比較しました。
５０人全体の前後１週間毎の比較により、ＣＯ2
1９0ｋｇ（40％に相当）削減できました。

0

100

200

300

400

500

従来 改善後

Ｋｇ/週

40％削減



当社における塩素系有機溶剤の使用状況当社における塩素系有機溶剤の使用状況

項 目

物質名
使用開始年月 全廃年月

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

1,1,1ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

1959年1月

1959年1月

1984年7月

1987年3月

1988年1月

1991年12月

土壌・地下水問題への対応状況土壌・地下水問題への対応状況 11

３４

ｏ当社全工場でﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝの使用
は、１９９１年１２月に全廃しています。

ｏ１９９８年１０月に当社の敷地内における塩素系有機溶剤に
よる汚染状況を確認後１９９９年６月より本格的に浄化対策
を進めています。

ｏ当社の敷地境界線を越えて、塩素系有機溶剤による汚染が全
くないことを確認しています。

土壌汚染に対する滋賀県の動向と当社の対応土壌汚染に対する滋賀県の動向と当社の対応

年代

項目

滋賀県
の動向

当社の
対応

以前～

１９９７年

１９９８年 １９９９年 ２０００年

～現在

県内の土壌
汚染に係わる
状況のヒアリ
ング調査

実態調査結
果に基づき各
企業へ改善
を指導

定期的な（１
回／年）ヒア
リング調査の
継続

ＮＥＣグループ
の対応に同調

・使用実態調査

・分析測定調査

実態調査への
対応と自主調査
の計画・実施

一部土壌の入
替えと浄化装
置の設置対応

改善状況の定
期的な行政へ
の報告

県内の土壌
汚染に係わる
状況の実態
調査



塩素系有機溶剤⇒ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ，ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ， 1，1，1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ， 1，2ｼｽｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

塩素系有機溶剤による土壌・地下水汚染への対応状況塩素系有機溶剤による土壌・地下水汚染への対応状況

対応済み旧彦根工場

・建物のない場所は、土壌入替え実施
（98/8）

・地下水浄化装置３台を設置し、揚水井戸

６ヶ所から８ヶ所に増強し、浄化実施中
（05/02～）

・新技術による浄化検討開始（06/4）

本社・大津工場

対 応 状 況工場名

土壌・地下水問題への対応状況土壌・地下水問題への対応状況 22

３５

（大津工場）

地下水浄化装置配置図地下水浄化装置配置図
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